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政
令
第
百
三
十
四
号

地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
地
方

財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
五
条
の
三
第
三
項
、
第
四
項
第
一
号
及
び
第
七
項
、
第
五
条
の
四
第
一
項
第
一

号
並
び
に
第
五
条
の
八
並
び
に
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

（
地
方
財
政
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
財
政
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
各
号
中
「
及
び
第
七
条
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
た
だ
し
書
中
「
場
合
に
つ
い
て
は
」
を
「
場
合
は
」
に

改
め
る
。

第
四
条
中
「
百
分
の
十
六
」
を
「
百
分
の
十
八
」
に
改
め
る
。

第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
特
定
公
的
資
金
の
種
類
）
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第
七
条

法
第
五
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
公
的
資
金
は
、
次
に
掲
げ
る
資
金
と
す
る
。

一

財
政
融
資
資
金
（
地
方
公
共
団
体
が
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
貸

付
け
を
行
う
場
合
に
必
要
と
な
る
資
金
を
除
く
。
）

イ

国
土
交
通
大
臣
が
港
湾
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認

め
る
者

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
五
十
五
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付

け
が
行
わ
れ
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
用
途
港
湾
施
設
の
建
設
又
は
改
良
に
要
す
る
費
用

ロ

港
湾
法
第
四
十
三
条
の
十
一
第
十
二
項
に
規
定
す
る
港
湾
運
営
会
社
（
同
法
附
則
第
二
十
六
項
（
同
法
附
則
第
三

十
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
港
湾
運
営
会
社

と
み
な
さ
れ
る
同
法
附
則
第
二
十
項
に
規
定
す
る
特
例
港
湾
運
営
会
社
を
含
む
。
）

同
法
第
五
十
五
条
の
九
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
が
行
わ
れ
る
同
項
に
規
定
す
る
港
湾
施
設
の
建
設
又
は
改
良
に
要
す
る
費
用

ハ

独
立
行
政
法
人
奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十

九
号
）
第
五
十
二
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
に
要
す
る
費
用

ニ

地
方
道
路
公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
地
方
道
路
公
社

道
路
整
備
特
別
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措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
が
行
わ
れ
る
同
法
第
十

二
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
高
速
道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用

ホ

独
立
行
政
法
人
空
港
周
辺
整
備
機
構

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
十
号
）
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
が
行
わ
れ
る
同
法
第
二

十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
要
す
る
費
用

ヘ

特
定
外
貿
埠
頭
の
管
理
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る

指
定
会
社

同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
が
行
わ
れ
る
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外

貿
埠
頭
の
建
設
又
は
改
良
に
要
す
る
費
用

二

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
資
金

第
八
条
及
び
第
九
条

削
除

第
十
条
中
「
公
営
企
業
」
の
下
に
「
（
法
第
五
条
第
一
号
に
規
定
す
る
公
営
企
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
第
一
号
中
「
法
適
用
企
業
」
の
下
に
「
（
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
二

条
の
規
定
に
よ
り
同
法
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
す
る
公
営
企
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
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号
中
「
法
非
適
用
企
業
」
の
下
に
「
（
第
四
十
六
条
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
公
営
企
業
の
う
ち
、
法
適
用
企
業
以
外
の

も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
公
的
資
金
の
種
類
）

第
十
八
条
の
二

法
第
五
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
公
的
資
金
は
、
次
に
掲
げ
る
資
金
と
す
る
。

一

財
政
融
資
資
金

二

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
資
金

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
、
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
）
又
は
特
殊
法
人
（
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又

は
特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
つ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
つ
て
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法

律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
第
九
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。
）
が
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、

特
定
の
事
業
を
行
う
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
貸
し
付
け
る
資
金

第
十
九
条
中
「
第
五
条
の
三
第
十
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
五
条
の
三
第
九
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。
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第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
五
条
の
三
第
十
一
項
」
を
「
第
五
条
の
三
第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
「
又
は
」
の
下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地

方
債
の
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
前
項
」
を
「
又
は
前
項
」
に
、
「
と
き
は
、
当
該
許
可
及
び
」
を
「
と
き
は
、

当
該
許
可
又
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
、
「
場
合
に
つ
い
て
は
」
を
「
場
合
は
」
に
改
め

る
。第

三
十
条
第
一
項
中
「
第
五
条
の
三
及
び
第
五
条
の
四
」
を
「
第
五
条
の
三
第
三
項
及
び
第
五
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め

、
「
第
八
条
及
び
」
を
削
り
、
「
字
句
は
、
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
項
の
表
第
八
条
の
項
を
削
り
、
同
条
第

二
項
中
「
第
十
五
条
及
び
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
及
び
」
に
改
め
、
「
字
句
は
、
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同

条
第
三
項
中
「
第
十
六
条
及
び
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
及
び
」
に
改
め
、
「
字
句
は
、
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え

る
。第

三
十
一
条
中
「
並
び
に
第
八
条
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
」
を

削
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
、
又
は
」
の
下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を
加
え
、
同
条
第
四
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項
中
「
及
び
前
項
」
を
「
又
は
前
項
」
に
、
「
と
き
は
、
当
該
許
可
及
び
」
を
「
と
き
は
、
当
該
許
可
又
は
」
に
改
め
、
同

項
た
だ
し
書
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
、
「
場
合
に
つ
い
て
は
」
を
「
場
合
は
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
又
は
」
の
下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を
加
え
る
。

附
則
第
五
条
第
一
項
中
「
又
は
」
の
下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項

中
「
及
び
前
項
」
を
「
又
は
前
項
」
に
、
「
と
き
は
、
当
該
許
可
及
び
」
を
「
と
き
は
、
当
該
許
可
又
は
」
に
改
め
、
同
項

た
だ
し
書
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
、
「
場
合
に
つ
い
て
は
」
を
「
場
合
は
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
を
削
る
。

附
則
第
十
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
及
び
平
成

二
十
五
年
度
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
九
条
と
す
る
。

附
則
第
十
一
条
を
削
る
。

附
則
第
十
二
条
中
「
字
句
は
、
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
の
表
第
十
三
条
第
一
号
イ
の
項
中
「
同
法
」
を

削
り
、
同
条
を
附
則
第
十
条
と
す
る
。

附
則
第
十
三
条
中
「
字
句
は
、
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
の
表
第
十
三
条
第
一
号
イ
の
項
中
「
同
法
」
を
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削
り
、
同
条
を
附
則
第
十
一
条
と
す
る
。

附
則
第
十
四
条
を
削
る
。

附
則
第
十
五
条
中
「
附
則
第
十
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
」
を
「
附
則
第
九
条
第
二
項
及
び
第
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条

を
附
則
第
十
二
条
と
す
る
。

附
則
第
十
六
条
中
「
附
則
第
十
三
条
」
を
「
附
則
第
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
十
三
条
と
し
、
附
則
第
十
七
条

を
附
則
第
十
四
条
と
す
る
。

（
総
務
省
組
織
令
及
び
財
務
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
五
条
の
三
第
十
一
項
」
を
「
第
五
条
の
三
第
十
項
」
に
改
め
る
。

一

総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
第
五
十
九
条
第
四
号

二

財
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
第
五
十
五
条
第
五
号

（
地
方
財
政
審
議
会
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
財
政
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
の
表
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
の
項
中
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
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三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
表
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
の
項
中
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
八

年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
の
見
出
し
中
「
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
各
年
度
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
及
び
平

成
二
十
九
年
度
」
に
改
め
、
同
条
中
「
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
各
年
度
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度

及
び
平
成
二
十
九
年
度
」
に
、
「
附
則
第
十
五
条
」
を
「
附
則
第
十
二
条
」
に
、
「
附
則
第
十
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
」

を
「
附
則
第
九
条
第
二
項
及
び
第
十
一
条
」
に
、
「
附
則
第
十
三
条
」
を
「
附
則
第
十
一
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
中
「
附
則
第
十
六
条
」
を
「
附
則
第
十
三
条
」
に
、
「
附
則
第
十
三
条
」
を
「
附
則
第
十
一
条
」
に
改
め
る
。
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附
則
第
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
平
成
二
十
七
年
度
及
び
」
を
削
る
。
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理

由

地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
地
方
債
の
協
議
不
要
対
象
団
体
の
要
件
の
緩
和
に
関
し
、
地

方
財
政
法
第
五
条
の
三
第
三
項
及
び
第
七
項
に
規
定
す
る
公
的
資
金
を
定
め
る
等
関
係
政
令
の
規
定
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
協

議
不
要
対
象
団
体
の
判
定
の
た
め
の
実
質
公
債
費
比
率
の
数
値
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


